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２
０
１
９
年
も
残
す
と
こ
ろ
一

カ
月
弱
と
な
り
ま
し
た
。
新
年

の
1
月
10
日
に
は
、
県
労
連
・

東
青
労
連
の
合
同
旗
開
き
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
近
年
の
旗
開
き

は
、
料
理
に
不
満
の
声
が
聞
こ

え
て
い
ま
す
。
青
森
市
で
も
会

費
五
千
円
で
の
飲
食
実
施
は
、

困
難
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

安
倍
晋
三
後
援
会
は
、
毎
年
一

流
ホ
テ
ル
で
「
桜
を
見
る
会
」

前
夜
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
、

足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
八
百
人
の
飲
食
パ

ー
テ
ィ
ー
を
、
会
費
五
千
円
で

開
催
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

五
千
円
会
費
の
料
理
は
、
ど
の

よ
う
な
料
理
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？
当
日
に
な
っ
て
、
ド
タ

キ
ャ
ン
す
る
方
も
あ
り
、
そ
の

場
合
は
、
申
し
込
み
人
数
分
の

経
費
を
支
払
う
の
が
通
例
で
、

不
足
分
は
主
催
者
側
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
受
付
は
、
安
倍
事

務
所
職
員
が
行
い
、
領
収
書
は

ホ
テ
ル
の
も
の
を
使
っ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
安
倍
事
務
所
が

受
領
し
た
な
ら
、
安
倍
事
務
所

が
領
収
書
を
発
行
し
て
、
ホ
テ

ル
に
総
額
を
支
払
う
の
が
常
識

で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？
11
月

18
日
に
憲
法
ネ
ッ
ト
青
森
が
開

催
し
た
「
桜
を
見
る
会
私
物
化

許
さ
な
い
！
抗
議
集
会
」
は
、

全
国
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
安
倍

信
三
の
説
明
は
矛
盾
だ
ら
け

で
、
野
党
は
合
同
で
徹
底
追
及

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
全

国
各
地
で
抗
議
集
会
が
開
催
さ

れ
、
桜
の
季
節
に
は
「
安
倍
退

陣
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
取

り
組
み
を
強
化
し
よ
う
。（
檜
）

桜
を
見
る
会
私
物
化

雨
の
中
の
抗
議
集
会

命
を
奪
う
「
働
き
方
」

を
や
め
さ
せ
よ
う

社
保
協

キ
ャ
ラ
バ
ン

共
済
活
用
で

く
ら
し
の
防
衛

　

安
倍
首
相
主
催
の
「
桜
を
見

る
会
の
私
物
化
が
国
政
を
揺
る

が
し
て
い
ま
す
。
野
党
の
追
及

に
よ
っ
て
次
々
と
安
倍
首
相
の

　

11
月
27
日
、
厚
労
省
主
催
の

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
青
森
市
で
開
催
さ

れ
１
０
１
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

蟹
江
鬼
太
郎
弁
護
士
（
旬
報

法
律
事
務
所
）
は
、
「
過
労

死
・
過
密
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に

〜
担
当
事
件
を
通
じ
て
〜
」
と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
蟹
江

氏
は
、
広
告
代
理
店
電
通
の
新

採
用
の
高
橋
ま
つ
り
さ
ん
の
過

労
自
死
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
被
災
者
は
採
用
早
々
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
業
務
を
担

当
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
等
で

10
月
以
降
は
時
間
外
労
働
が

１
３
０
時
間
を
超
え
て
い
ま

す
。
業
務
外
の
宴
会
の
幹
事
を

担
当
さ
せ
ら
れ
、
不
慣
れ
な
一

次
会
・
二
次
会
の
企
画
や
司

会
・
進
行
な
ど
で
深
夜
ま
で
及

び
ま
し
た
。
さ
ら
に
上
司
か
ら

「
君
の
残
業
時
間
の
20
時
間
は

会
社
に
と
っ
て
無
駄
」
「
女
子

力
が
な
い
」
な
ど
の
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
に
よ
っ
て
11

月
に
は
う
つ
病
を
発
症
、
12

的
勢
力
の
招
待
等
々
で
す
。

　

安
倍
首
相
は
、
正
規
の
記
者

会
見
も
せ
ず
、
野
党
が
求
め
て

い
る
予
算
委
員
会
へ
の
出
席
も

二
二
名
が
参
加
し
た
共
済
学
校

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
要
求
前
進

過
労
事
故
死
を
報
告
す
る
渡
辺
さ
ん

公
的
行
事
の
私
物

化
が
暴
露
さ
れ
マ

ス
コ
ミ
も
連
日
報

道
し
て
い
ま
す
。

　

野
党
が
追
及
し

て
い
る
の
は
、
①

前
日
の
高
級
ホ
テ

ル
で
の
夕
食
交
流

会
の
安
い
会
費
②

私
人
の
昭
恵
夫
人

の
招
待
枠
③
５
月

９
日
の
招
待
者
名

簿
の
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
廃
棄
④
反
社
会

拒
否
し
、
来
年
の
「
桜
を
見
る

会
」
の
中
止
で
、
こ
と
を
う
や

む
や
に
し
て
臨
時
国
会
を
乗
り

き
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

憲
法
ネ
ッ
ト
青
森
は
11
月
18

日
、雨
の
降
り
し
き
る
中
「『
桜

を
見
る
会
』
の
私
物
化
を
許
さ

な
い
抗
議
集
会
」
を
開
催
、
緊

急
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
民
な
ど

43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
奥
村

月
に
自
死
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
に
労
災
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
・
神
奈
川
過
労
死

を
考
え
る
家
族
の
会
の
渡

辺
淳
子
さ
ん
は
、
息
子
の

過
酷
な
深
夜
労
働
・
長
時

間
労
働
に
よ
る
過
労
事
故

死
を
報
告
、
参
加
者
の
涙

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
裁

判
で
過
労
事
故
死
と
し
て

勝
利
和
解
し
ま
し
た
。

全国に放映された抗議集会

　

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
県
労
連
な
ど
17
団
体
）
は
、

10
月
28
日
か
ら
11
月
下
旬
に
か

け
て
37
自
治
体
（
３
自
治
体
は

後
日
）
を
訪
問
、
社
会
保
障
と

就
学
援
助
等
の
課
題
で
要
請
懇

談
し
ま
し
た
。
事
前
調
査
に
冷

暖
房
と
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
状

況
を
加
え
て
実
施
、
懇
談
し
ま

し
た
。
中
間
的
な
ま
と
め
で
す

か
、
そ
の
特
徴
を
報
告
し
ま

す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

は
、
全
国
的
に
は
中
学
卒
業
ま

で
が
通
院
・
入
院
と
も
９
割
、

高
校
ま
で
の
拡
大
が
３
割
に
達

し
て
い
ま
す
。
本
県
は
高
校
ま

で
の
助
成
は
9
自
治
体
に
拡
大

し
ま
し
た
が
、
就
学
前
や
小
学

校
ま
で
の
自
治
体
が
あ
り
改
善

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

義
務
制
の
完
全
給
食
は
黒
石

市
で
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
未
実
施
の
自
治
体

は
大
間
町
・
佐
井
村
・
風
間
浦

村
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
給
食

費
の
無
償
化
は
７
自
治
体
で
実

施
し
て
い
ま
す
（
七
戸
町
・
南

部
町
・
東
北
町
・
今
別
町
、
お

い
ら
せ
町
、
六
ヶ
所
村
、
新
郷

村
）
。

　

就
学
援
助
の
前
倒
し
支
給
は

全
国
で
は
全
自
治
体
の
７
割
超

で
実
現
し
て
い
ま
す
が
、
本
県

で
は
５
割
程
度
で
す
。
支
給
額

も
国
の
基
準
を
下
回
っ
て
い
る

自
治
体
も
多
く
今
後
の
課
題
で

す
。
六
ヶ
所
村
で
は
本
県
で
唯

一
、
生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
・
ク
ラ
ブ
活
動
費
・
卒
業
ア

ル
バ
ム
代
等
も
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

全
労
連
共
済
青
森
支
部
は
、

例
年
実
施
し
て
い
る
「
共
済
学

校
」
を
11
月
２
日
に
開
催
、
八

戸
市
を
含
め
て
22
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
奥
村
榮

支
部
運
営
委
員
長
が
挨
拶
、
共

済
制
度
は
営
利
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
な
く
組
合
員
の
生

活
を
守
る
た
め
の
助
け
合
い

の
制
度
で
あ
り
、
多
く
の
組

合
員
に
普
及
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

今
正
則
全
労
連
共
済
理
事

が
、
第
１
講
義
「
自
動
車
共

済
事
故
対
応
に
つ
い
て
」、

第
２
講
義
「
全
労
連
共
済
の

各
種
内
容
、
加
入
、
補
償
等

に
つ
い
て
」
報
告
、
全
労
連

共
済
の
安
い
掛
金
と
充
実
し

た
保
障
、
親
切
な
対
応
な
ど

榮
代
表
委
員
が
主
催
者
を
代
表

し
て
挨
拶
、
安
倍
首
相
の
政
治

資
金
規
正
法
や
公
職
選
挙
法
違

反
の
疑
い
を
徹
底
究
明
、
退
陣

に
追
い
込
も
う
と
訴
え
ま
し

た
。
雨
の
中
を
デ
モ
行
進
、
市

民
に
徹
底
究
明
を
訴
え
ま
し

た
。
集
会
は
タ
イ
ミ
リ
ー
な
こ

と
も
あ
り
、
全
国
放
映
さ
れ
ま

し
た
。

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
自
動
車
共
済
や

火
災
共
済
に
つ
い
て
具
体
的
な

内
容
な
ど
を
質
問
、
全
労
連
共

済
の
加
入
促
進
の
重
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。
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青森県の基地問題を学ぶ参加者

青森県から参加した皆さん

以
前
ひ
だ
ま
り

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
何
十
年
、
皆
さ
ん
頑
張

っ
て
い
る
記
事
を
見
て
、
自
分

も
「
ボ
ー
ッ
」
と
し
て
い
ら
れ

な
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
今

は
孫
３
人
に
手
を
か
し
て
あ
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。（
小
野
弘

子
・
民
医
労
家
族
）

３
年
前
�
全
教
の
集
会

で
沖
縄
に
行
き
ま
し
た
。
帰
り

の
日
の
自
由
時
間
は
首
里
城
を

く
ま
な
く
見
学
し
、
写
真
も
た

く
さ
ん
撮
り
ま
し
た
。
そ
の
首

里
城
が
焼
け
落
ち
る
の
を
Ｔ
Ｖ

で
見
て
涙
が
出
る
思
い
で
し
た
。

（
久
保
田
栄
美
・
県
教
組
）

今
年
も
年
賀
状
を
書
く

時
季
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

何
枚
準
備
し
よ
う
か
な
？
昨
年

は
そ
れ
を
ク
イ
ズ
の
解
答
を
書

く
の
に
使
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

最
後
の
一
枚
で
す
。（
都
谷
森

孝
子
・
年
金
者
組
合
）

急
に
寒
く
な
�
て

朝
晩
の
ス
ト
ー
ブ
が
欠
か
せ
な

い
。
今
年
の
灯
油
は
ま
た
高

第
二
の
オ
キ
ナ
ワ
化

を
許
さ
ず
！

三
沢
市
民
に
訴
え
る

　

青
森
県
平
和
委
員
会
は
12
月

１
日
、
青
森
市
で
斉
藤
光
政
氏

（
東
奥
日
報
論
説
編
集
委
員
）

を
講
師
に
「
平
和
学
習
会
」
を

開
催
、
県
内
各
地
か
ら
80
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
陸
・
海
・
空

の
３
自
衛
隊
と
米
軍
基
地
の
４

い
？
い
ろ
ん
な
要
因
が
ま
だ
あ

る
だ
ろ
う
が
、
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム

で
誰
か
が
私
服
を
肥
や
し
て
い

る
結
果
も
あ
る
と
す
れ
ば
我
慢

な
ら
な
い
。
庶
民
は「
身
の
丈
」

で
努
力
す
る
し
か
な
い
？
（
鎌

田
文
子
・
年
金
者
組
合
）

最
近
腹
の
立
つ
こ
と

ア
ベ
首
相
の
「
桜
を
見
る
会
」

に
、
地
元
山
口
県
か
ら
多
く
の

後
援
者
を
招
き
、
税
金
を
私
物

化
し
て
い
る
こ
と
。（
他
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
）
そ
れ

か
ら
、
米
軍
の
摸
擬
弾
が
六
ヶ

所
村
民
有
地
に
落
と
さ
れ
た
こ

と
も
。
基
地
あ
る
限
り
い
つ
も

危
険
と
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
日
常
を
何
と
か
し
な
く
て
は

と
思
い
ま
す
。（
松
島
恵
美
子
・

年
金
者
組
合
）

　

美
ら
海
の
沖
縄
は
、
米
軍
基

地
の
金
網
の
フ
ェ
ン
ス
で
仕
切

ら
れ
、
狭
い
沖
縄
県
に
米
軍
基

地
が
集
中
し
て
い
る
。
11
月
8

日
か
ら
「
な
く
そ
う
軍
事
同

盟
・
米
軍
基
地
！
日
本
平
和
大

会
in
沖
縄
」
が
８
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
沖
縄
県
と
全
国
か
ら
１

１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
集
会
は
、
豊
見
城
市
公
民

館
で
立
ち
見
も
出
る
ほ
ど
盛
況

で
、
大
会
始
ま
っ
て
以
来
の
現

職
知
事
の
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
出

席
、
新
基
地
建
設
で
政
府
と
粘

り
強
く
対
話
を
重
視
し
、
消
失

し
た
首
里
城
も
必
ず
再
建
す
る

と
力
強
く
挨
拶
、
豊
見
城
市
長

や
3
人
の
衆
・
参
院
議
員
も
総

並
び
し
、
新
基
地
建
設
阻
止
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
ま
た
全
国
の
基
地
反
対

の
報
告
・
交
流
が
行
わ
れ
、
フ

ィ
ナ
ー
レ
は
一
体
に
な
っ
て

「
沖
縄
を
返
せ
」
の
大
合
唱
、

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
り
、
連
帯

と
大
き
な
熱
気
の
輪
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
首
里
城
火
災
の

復
旧
募
金
が
七
十
一
万
四
千
九

点
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
沖
縄

県
と
本
県
し
か
な
く
北
朝
鮮
・

ロ
シ
ア
・
中
国
・
中
東
対
策
と

し
て
最
も
重
要
な
拠
点
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。
日
本
が
１
４
７

機
も
買
お
う
と
し
て
い
る
Ｆ
35

戦
闘
機
の
超
ハ
イ
テ
ク
機
能
を

第349回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
１
月
15
日

●
発
表
＝
２
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表

記
。
「
第
349
回
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
首
都
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

④
旅
行
記
。
…
…
文

⑦
自
分
の
兄
弟
や
姉
妹
が
産
ん

だ
男
の
子

⑧
高
い
山
の
登
り
口
、
中
ほ
ど

は
五
合
目
で
す

⑩
頭
の
尖
っ
た
…
…
鯨

⑫
邦
画
に
対
し
西
洋
の
映
画

⑬
人
の
あ
と
を
こ
っ
そ
り
つ
け

て
行
き
ま
す

⑮
じ
ゃ
ん
け
ん
の
「
ぐ
う
」

⑰
火
の
け
。
…
…
厳
禁

⑲
長
良
川
で
有
名
な
行
事

㉑
魚
肉
の
団
子
状
の
食
品

㉓
仏
の
体
か
ら
放
射
す
る
光

㉕
か
ん
し
ょ
。
か
ら
い
も

㉗
と
び
が
産
む
こ
と
も
あ
る
？

㉘
川
砂
に
交
じ
っ
て
出
る
金

㉙
月
の
兎
も
し
て
い
ま
す

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
12
月
31
日
の
こ
と
で
す

②
ロ
ー
レ
ラ
イ
は
…
…
川
の

右
岸
に
そ
び
え
る
巨
岩

③
灯
…
…
。
天
文
…
…

④
筆
で
書
画
を
か
く
こ
と

⑤
大
気
や
水
の
汚
染
・
騒
音

な
ど
で
害
さ
れ
る
こ
と

⑥
…
…
に
ウ
グ
イ
ス

⑨
時
間
延
長
の
…
…
勤
務

⑪
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
…
…
飾
り

⑭
日
本
は
少
子
…
…
化
社
会

⑯
火
災
の
初
期
消
火
に
使
用

⑱
啄
木
鳥
の
読
み
方
は
？

⑳
白
と
黒
の
石
を
並
べ
ま
す

㉒
二
十
歳
…
…
は
未
成
年
者

㉔
猫
は
こ
こ
で
丸
く
な
る
？

㉕
パ
ン
ダ
の
好
物

㉖
…
…
栗
三
年
柿
八
年

第
347
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
マ
ツ
リ
バ
ヤ
シ

《
当
選
者
》
19
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

成
田
美
貴
子
（
年
金
者
組
合
）

岡
本
猛
（
年
金
者
組
合
）

都
谷
森
孝
子
（
年
金
者
組
合
）

小
野
弘
子
（
民
医
労
家
族
）

工
藤
ふ
み
（
県
教
組
）

百
七
十
四
円
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
青
森
県
か
ら

９
名
が
元
気
に
参
加
、

沖
縄
連
帯
と
地
元
で
平

和
の
声
を
広
げ
る
決
意

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
大

会
代
表
の
派
遣
カ
ン
パ

に
ご
協
力
い
た
だ
き
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
三

沢
基
地
撤
去
の
た
め
に

共
同
し
運
動
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。（
県

平
和
委
員
会
事
務
局

長
・
大
宮
慶
作
）

解
説
、
そ
れ
ゆ
え
に
太

平
洋
沖
に
墜
落
し
た
時
、

ロ
シ
ア
や
中
国
が
機
体

を
回
収
し
よ
う
と
海
域

に
群
が
っ
た
と
強
調
し

ま
し
た
。

　

三
沢
基
地
に
Ｆ
16
の

後
継
と
し
て
Ｆ
２
を
40

機
、
Ｆ
35
を
40
機
、
計

80
機
も
配
置
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
殴
り
込

み
部
隊
と
し
て
重
視
し

て
い
る
表
れ
だ
と
指
摘

し
ま
し
た
。　
　

辺
野
古
新
基
地

建
設
阻
止
！

私
物
化
す
る

保
育
園
理
事
長

を
行
い
ま
し
た
。
基
地
ゲ
ー
ト

前
と
市
役
所
前
で
市
民
に
日
米

地
位
協
定
の
見
直
し
な
ど
を
訴

え
ま
し
た
。

模
擬
爆
弾

落
下
で
抗
議

　

11
月
6
日
、
三
沢
米
軍
基
地

所
属
の
Ｆ
16
戦
闘
機
が
模
擬
爆

弾
を
落
下
さ
せ
ま
し
た
。
落
下

の
１
㎞
先
に
は
小
学
校
と
中
学

校
、
民
家
が
あ
り
一
歩
間
違
え

る
と
大
事
故
に
な
る
と
こ
ろ
で

し
た
。
県
平
和
委
員
会
と
上

十
三
平
和
委
員
会
は
、
11
月
11

日
に
米
軍
に
対
し
て
事
故
の
徹

底
解
明
と
飛
行
中
止
、
再
発
防

止
を
求
め
る
抗
議
の
要
請
行
動

　

今
年
６
月
、
十
和
田
市
で
２

つ
の
保
育
園
を
経
営
す
る
社
会

福
祉
法
人
で
、
青
森
県
地
域
一

般
労
働
組
合
（
ひ
だ
ま
り
）
の

分
会
が
職
員
全
員
参
加
の
も
と

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
の
発
端
は
、
理
事
長
の

ワ
ン
マ
ン
経
営
の
改
善
と
就

業
規
則
に
明
記
さ
れ
て
い
る

一
時
金
（
４
年
間
の
不
払

い
）
の
支
給
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

10
月
10
日
、
法
人
の
都
合

で
３
回
も
延
期
さ
れ
て
き
た

団
体
交
渉
が
持
た
れ
ま
し
た

が
、
最
高
責
任
者
の
理
事
長

は
急
用
を
理
由
に
欠
席
、
弁

護
士
と
東
京
か
ら
来
た
２
名

の
労
務
士
が
出
席
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
組
合
は
、
弁
護
士

と
労
務
士
の
委
任
状
の
確
認
を

求
め
ま
し
た
が
、
忘
れ
て
き
た

の
一
点
ば
り
で
、
交
渉
は
難
航

し
ま
し
た
。
団
体
交
渉
で
は
一

時
金
の
支
給
と
保
育
園
と
関
係

の
な
い
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ト
ラ
ッ

ク
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
抽
象
絵
画
、

園
歌
創
作
費
等
の
支
出
（
約

８
０
０
万
円
）
を
追
及
し
ま
し

た
。
弁
護
士
と
労
務
士
は
当
事

者
能
力
が
な
い
た
め
、
明
確
な

回
答
が
出
来
ず
次
回
の
交
渉
に

持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。
交
渉
の

中
で
、
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

従
っ
て
事
務
室
に
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
と
通
告
、
組
合
は

絶
対
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

反
対
し
ま
し
た
。


